






要約:周産期医療の現状を検討したところ、超低出生体重児でも 80%の生存率が得られ、

生存退院児の 68%は正常な発育を示していた。この様な予後の改善には、NICU における治

療技術の進歩のみでなく、異常児の出生が予測される場合に出産前に妊婦が NICU を併設

した施設の産科に送院される母体搬送の普及の効果も大きい。NICU 入院児の内、出生体

重 1000g 未満の児では 64.3%、出生体重 1000～1499g の児では 58,4%は母体搬送例であり、

胎児期から新生児期にかけての一貫した集中管理が重要である。また、母体搬送の普及に

より、重症児の収容が地域の周産期センターに集中する傾向が強まっている。最近では、

障害児や社会的なハイリスク児の多くは NICU 入院中に診断あるいは要注意とされている

ので、周産期センターが障害児施設や保健・福祉関係者施設に連絡を取り、退院後のケア

が十分に得られるよう、地域における障害児の保健医療福祉の包括化が必要である。


